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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・赤石　陽介様～船場Dr.診察。胸部・背部の聴診では異常なし。37.5℃以上の発熱で継続指示のカロナール（200）2Tを使用するようにとの事。漢方売薬は飲み切り中止。
・中村　和夫様～今後自宅退院ではなく施設入所に向けて話しを進めたいと姉様より連絡あり。
・畑中　成夫様～みちのく記念病院への転院について姉様より許可あり。主治医やPSWに情報提供していく。
出河　攻様～長生園入所に向け3/13（水）16:00モニター面会実施予定。実施後18日の入所判定会議の対象者にあがる予定。
中野渡　鉄男様～長生園入所に向け3/13（水）16:00モニター面会実施予定。実施後18日の入所判定会議の対象者にあがる予定。
・井上　和美様～ハップスター2袋処方となる。

＜要注目患者様＞　
・太田　伸恵様～身体の痺れや倦怠感の訴え無く静穏に過ごされている。
・畑中　成夫様～特定の女性スタッフ名を挙げ妄想発言あり。性的逸脱行為はなく自室にてラジオを聴いて過ごされている。
・赤石　陽介様～体温38.0℃～36.8℃。酸素飽和度は94～95％で経過。痰鳴や軽度呼吸苦訴えあり。吸引拒否あるため体位変換やスクイージングで対応している。
＜柞木田Dr.診察情報＞
・太田　伸恵様～臨時薬は同内容で処方。身体の痺れや倦怠感については自ら訴える事はないが確認すると残存していると話している。体調にあわせて外出プログラムに取り組むよう伝えられている。
・和田　シュン様～臨時薬はロナセンテープ（40）→（80）に増量となる。診察中は「入院してから9カ月にもなるから早く出てぇんだよな。」と訴えあり。主治医より“安全に退院できるように準備をしている”事をお伝えし了承されている。
・中村　和夫様～定期薬処方変更なし。退院支援状況について本人への説明は姉様から直接してもらうようにと主治医より話あり。また、本人様は任意入院であり医療保護入院に変更しなければならない理由もないため本人様が退院を希望すれば帰すしかない事は姉様に説明するようにとの事。
・上村　みわ様～ベタニスは飲み切り中止、八味地黄丸は継続処方となる。診察中、尿漏れが気になると話されているため骨盤底筋体操を継続して行うよう説明されている。
・船場　幸子様～定期薬の処方変更なし。レボフロキサシン服用終了後の14日（木）に採血と尿検査の指示あり。本人様より外出希望あり、スタッフ同伴での許可でている。
・播摩　克子様～指示・処方の変更なし。
・中村　徳子様～診察中、便秘であると訴えあり。抗コリン作用のある薬の影響も考えトリヘキシフェニジル塩酸塩錠が減量、夜2:00頃に目が覚めてしまうと訴えありラメルテオンが追加処方となる。
・出河　攻様～指示・処方の変更なし。
・中川原　義雄様～臨時薬メマンチンが（15）→（20）へ増量となる。その他変更なし。
